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   A substance in rabbit serum which inhibited the acid phosphatase activity present in 
human semen was reported in the first paper. In order to study an influence of the human 
serum upon the homogenous acid phosphatase in semen, an attempt of this experiment 
was made. 
   Subsequent result showed that human serum had a strong inhibition for the acid phos-
phatase in human semen, and this substance was dialysable and heat-stable and its action 
 was not lost even by calcination. It was recognized that this substance belonged to cation 
from its adsorption on ion exchange column, and that  Cu+ produced by  Cu++ and the re-
ductive substance in serum displayed the inhibition of the enzymatic activity.
1緒 言
私は第1篇 に於いてウサギ血清中に ヒト精液




免れない.薮 に本問 題を解 決すべ くヒ ト血 清
「ホ」 との相関関係の観察を試みた.





皿 実 験 方 法
1)ヒト精液 「ホ」とヒト血清との前処理方法
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血清中の酸性 「ホ」抑制物質の本 態を追 求するた
め,本物質の透析性を検討した.即 ち血清をビスキソ
のセロフアソチューブに容れ,透 析の前半は流水に対





































































































































その結果 これ らカチオソ単独では酸性 「ホ」に対し
てほとんど認むべき影響を与えず,Cu++のみが僅か
第7表 血清カチオソの酸性 「ホ」阻害効果















































*全 液 量100m1中果me4rng,アス コル ビ ソ酸0.5mg,
硫 酸 銅0.24mgを含 む溶 液1m玉 を2倍 稀 釈 血 清
に 代 え て添 加 。









動 物体 内に酵素蛋 白を注射 してその運命 を追
求す る実験は未だ少い.Fleisher及びWakin4)
は犬 に トラソス ア ミナーゼ或は乳酸脱水素酵素
を注射 し,血 中 よ りの消失,或 は リソパ液 への
移行等 を観察 している.又八木等5〕は1131で標 識
したキ モ トリプシンを調製 し,こ れを ウサギに
注射 してその尿 中へ の排泄を観察 してい る.更
に若林等ωは ネズ ミに注射 したネズ ミ包皮腺 β一
グル ク ロニダーゼの運命を追求 し,そ れが ネズ
ミ包皮腺 に撰択的 に集中 して行 くことを発見 し
た.
私 の行 つた本実験 は ヒ ト精液 「ホ」 の動物体
内運命 を追求 した もので あつ て,本 酵素 を ウサ
ギに注射 した所 それが肝に集中 して行 くような
結果を得 た.た だ しこの肝集中 の問題 は別 々の
個体を用 いて実験 する関係 で実験条件が必ず し
も正確 とは言 い難 く,む しろ今 後の検討 に待つ
べ ぎ問題の ように考 え られ る.
本 実験で確実に証 明 し得 た ことは ウサギ及 び
ヒ ト血清に精液酸性 「ホ」 を阻害 す る物質が存
在す る事実で ある.
精液酸性 「ホ」 の阻害物質 としては,Kuts-
her7)はアル コール,ウ レタソ,或はエチ ールエ
ーテルの ような麻酔性物質 を あげ,又Reiner8》
は弗化物 の阻害 について研 究を行つ ている.更
にAbul-Fad1及びKing9)はL(十)酒石酸に強
い阻害作 用のあ ることを発 見 し,そ の機構 につ
いてはKilsheimer及びAxelrodlo〕が,更 にそ
の臨床的応用 につ いてはFisheman及びLer-
nerl1)がそれぞれ研 究を行つ てい る.更 にP一
マーキユ リベ ン ゾエー トの如 きSH試 薬12》や,
三価 鉄及 び二価銅13)及び カル シ ウム14),マグネ
シウム15》等に も阻害効果が報告 されてい る.
私の本論文で示 され た阻害物 質は この何れに
も該 当せず,一 価銅 の示す阻害効果が これに近
かつた.血 清中 の還元性物質 の為に.血清銅(二
価又は一価)が 全 て一価 に還元 され.こ れが阻
害効果を示す のであろ う.こ こに新鮮血清 より
も陳 旧血 清の方 が阻害 効果 が強 く現 われ る事実
は この推定 を支持 す るもの と考 え られ る.
前立腺癌 ことにその転 移巣 の有無 の診 断に対
する補助 的手 段 として血清 中の酸性 「ホ」 の活
性値 を測 定す ることが行われ てい るが16)IT)18),
血清が高 「ホ」血症を 自己 防衛 す る手段 として
それ に対す る阻害物質 を予 め存 してい ることは
誠 に興味深 く,従 つて上述 の測定が診断的価値
を有 するか否 かについて 自 ら限度が ある と断定
せざるを得ない.又 本 診断に用 いる血清が新鮮
でなければな らない とす るOzar19)等の主張 は
本実 験結果を もつて裏付 けを得 た ことにな ると
考え られ る.
結 語
1)ヒ ト血清 は ヒ ト精液酸性 ホ スフアタ 一ーゼ
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